
最新値最新値最新値最新値 目標値目標値目標値目標値 達成度達成度達成度達成度 評価評価評価評価
指標指標指標指標のののの
ウエイトウエイトウエイトウエイト

1 a 121 361 33.5% d 1.00

2 a 16,067 15,496 103.7% a 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

aaaa ｂｂｂｂ

２２２２　　　　市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価市民生活実感評価    *この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。

そうそうそうそう思思思思うううう
どちらともどちらともどちらともどちらとも
言言言言えないえないえないえない

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと
言言言言うとそううとそううとそううとそう
思思思思わないわないわないわない

そうそうそうそう思思思思わわわわ
ないないないない

有効回答有効回答有効回答有効回答
者数者数者数者数

評価評価評価評価

51 157 37 21

11.6% 35.6% 8.4% 4.8%

bbbb ｂｂｂｂ

‐ - -

bbbb

‐ - -

‐ - -5

共管局・部室

市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

27年度27年度27年度27年度

28年度評価28年度評価28年度評価28年度評価

前回値前回値前回値前回値

指標名指標名指標名指標名

‐

１１１１　　　　客観指標評価客観指標評価客観指標評価客観指標評価

施策施策施策施策のののの評価評価評価評価

‐

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市新価値創造ビジョン

担当局・部室

上位政策 8　産業・商業

産業観光局・新産業振興室

施策番号 0803080308030803

施策名 京都京都京都京都のののの強強強強みをみをみをみを生生生生かしたかしたかしたかした事業環境事業環境事業環境事業環境のののの整備整備整備整備

　京都の強みを生かした産業振興を進めるため，産業支援機関の多様な支援機能を
融合することで，京都市産業技術研究所等のさらなる機能強化を図る。また，大
学，経済団体等との強固なネットワークを構築し，産業科学技術研究拠点の整備や
企業立地促進施策の充実など，新たな産業集積を生み出す魅力ある事業環境を整備
する。

概要

‐

b

‐

441

2

3

aaaa

どちらかとどちらかとどちらかとどちらかと言言言言
うとそううとそううとそううとそう思思思思うううう

京都では，産業界・大学・行政など
が連携して，企業の誘致や事業環境
の整備を進めている。

b b
175

39.7%

‐ - -

4

‐

‐

正規雇用者増加数（人）

産業技術研究所における企業・事業所からの依
頼試験・技術相談の実施件数（件）

‐

‐

a

‐

‐

28年度回答28年度回答28年度回答28年度回答

客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

1

360

26年度26年度26年度26年度

15,538

設問設問設問設問 26年度26年度26年度26年度 27年度27年度27年度27年度

‐

‐

‐

a

‐

‐

‐



３３３３　　　　総合評価総合評価総合評価総合評価（（（（客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価＋＋＋＋市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価））））

ｂ ｂ

☑

☑

＜＜＜＜このこのこのこの施策施策施策施策をををを構成構成構成構成するするするする事務事業事務事業事務事業事務事業＞＞＞＞

161,385 158,337

443,015 571,482

29,622 28,405

0 30,751

0 18,999

27,192 30,531

7,558 0

20,824 0

＜＜＜＜今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性＞＞＞＞

・京都の有する地域資源・産業集積といった強みを生かし，市内企業の流出防止，さらには市外，海外か
らの企業誘致に取り組み，事業環境の整備や研究開発型企業の集積を目指す。
・複雑化，高度化する中小企業のニーズにこれまで以上に迅速かつ的確に対応していくため,地方独立行政
法人産業技術研究所において，これまで培った研究所の技術的強みをいかし，多様なレベルの技術課題に
対して具体的な提案ができる「技術支援機関」及び「技術プロデューサー」としての役割を果たしてい
く。

＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

14

15

11

12

13

8 京都市産業戦略ビジョン（仮称）の策定 －

9

10

5 首都圏を中心とした京都情報の発信強化事業 －

6 京都市勧業館（みやこめっせ） －

7 京都館事業の新展開に向けた検討 －

2 戦略的企業誘致の推進 かなり良い

3 新事業創出型事業施設等活用推進事業 かなり良い

4 「知恵産業の森」京都創生事業 －

今後今後今後今後のののの方向性方向性方向性方向性のののの検討検討検討検討

事業名

事業費の状況（千円） 28年度事務事業
評価結果における
目標達成度評価

担当局27年度
決算額

28年度
予算額

1 京都高度技術研究所助成 良い

　　本施策は，京都の強みを生かした事業環境の整備を目的としているため，市内企業への貢献度合い
や雇用者の増加を重視して評価する方が妥当であると考えられるため

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価客観指標総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が客観指標に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

26
年
度

Ａ

（（（（原因分析原因分析原因分析原因分析））））市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価市民生活実感調査総合評価

ｂ評価以上であり，施策の効果が市民の実感に表れている。

□ ｃ評価以下であり，次の原因が考えられる。

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

産業観光局

重み付け
BBBB

施策施策施策施策のののの目的目的目的目的がかなりがかなりがかなりがかなり達成達成達成達成されているされているされているされている

□　市民の実感☑　客観指標

27
年
度

A

（（（（重重重重みみみみ付付付付けのけのけのけの理由理由理由理由））））

産業観光局



１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 33.5%

数値 目標年次 達成度

数値

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

26 27 28282828

a a dddd

１１１１　　　　指標指標指標指標のののの説明説明説明説明

２２２２　　　　指標指標指標指標のののの意味意味意味意味 ３３３３　　　　算出方法算出方法算出方法算出方法・・・・出典等出典等出典等出典等

４４４４　　　　数値数値数値数値

達成度

数値 103.7%

数値 目標年次 達成度

数値

５５５５　　　　評価基準評価基準評価基準評価基準 ６ ６ ６ ６ 基準説明基準説明基準説明基準説明 ７ ７ ７ ７ 評価結果評価結果評価結果評価結果

26 27 28282828

a a aaaa

担当課 産業政策課 連絡先 ２２２２２２２２２２２２－－－－３３２５３３２５３３２５３３２５

施策名施策名施策名施策名 0803080308030803 京都京都京都京都のののの強強強強みをみをみをみを生生生生かしたかしたかしたかした事業環境事業環境事業環境事業環境のののの整備整備整備整備

指標名指標名指標名指標名 正規雇用者増加数正規雇用者増加数正規雇用者増加数正規雇用者増加数（（（（人人人人））））

数値 根拠

過去3年間の平均値

備考

「みんなでめざす10年後の姿」の一つである「働くことを希望するすべての人が就業できるまち」につなが
る，新増設された事業所における雇用者増加（予定）数

雇用の場の確保の状況を示す指標 算出方法：市内の１年間における指定した補助対象事
業の正規雇用者増加（予定）人数
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

26年度 27年度

360 121 239人減 361

根拠

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

各年度の具体的な数値目標の設定が困難である
ため，過去3年間の数値の平均との比較で評価す
る。なお，景気の動向等に左右されることか
ら，80％以上の場合をa，以下20％刻みで基準を
設定した。
最高値　549人（平成25年度）
平均値　361人
最低値　174人（平成24年度）

全国順位
中長期目標

指標名指標名指標名指標名 産業技術研究所産業技術研究所産業技術研究所産業技術研究所におけるにおけるにおけるにおける企業企業企業企業・・・・事業所事業所事業所事業所からのからのからのからの依頼試験依頼試験依頼試験依頼試験・・・・技術相談技術相談技術相談技術相談のののの実施件数実施件数実施件数実施件数（（（（件件件件））））

担当課 新産業振興室 連絡先 ３２６３２６３２６３２６－－－－６１００６１００６１００６１００

数値 根拠

過去3年（平成24年度，平成25年度，
平成26年度）の平均値を元に算出

備考

ものづくり産業に対する技術支援の根幹を担う依頼試験・技術相談（※）の活動実績
※製造工程や製品の品質管理等に関する技術的な相談や指導及びこれに付随した試験分析

産業技術研究所における技術振興の取組状況
を示す指標

算出方法：依頼試験・技術相談の処理件数を集計した
もの
出典：産業技術研究所業務報告

前回数値 最新数値
推移

目標値

26年度 27年度

15,538 16,067 529件増 15,496

根拠

最新数値の目標値に対する達成度が
a：80%以上
b：60%以上～80%未満
c：40%以上～60%未満
d：20%以上～40%未満
e：20%未満

各年度の具体的な数値目標の設定が困難である
ため，過去3年間の数値の平均との比較で評価す
る。なお，景気の動向により，ものづくり中小
企業からの依頼試験・相談件数が左右されるこ
とから，目標値の80％以上の場合をa評価とす
る。
最高値　17,781件（平成25年度）
平均値　15,496件
最低値　13,168件（平成24年度）

全国順位
中長期目標


